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３－２　短期荷重（地震力）の算定

短期水平力（地震力）の検討はゾーニングによるものとする。

10枚の耐力壁（CLT壁）をX方向とY方向の壁に分類し、各壁の支配面積を算出する。

Y方向

支配面積の算出は、CADにより計算する。

各壁の支配面積は、以下の通りとする。

X方向

－ Ｐ．77 －

（→）

（↑）



屋根面の全重量　WR＝321KN

梁面の全重量　 　W2＝165KN

各耐震壁（CLTパネル）の負担地震力

梁面

屋根面
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本建物は、1層建物なので対象外である。
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§9　基礎の設計

9-1　支持力算定

当該敷地は、吉野川沿いの「花崗岩」山地が侵食された上に、沖積平地が形成された土地である。

支持層とする花崗岩層は前面道路（東）から吉野川（西）に向かって傾斜しており、一部では表層で露出

しており、表層から花崗岩までは、堆積土もしくは盛り土によって構成されてる。

本建物の基礎形式はベタ基礎とし、基礎底から１ｍの範囲を浅層混合改良による地盤改良を行う。

ただし、既存地下構造物撤去範囲は埋め戻し土を考慮し、基礎下１ｍ～3.46ｍまでを改良する。（一部土

間部分の改良深さは60cm程度とする。）ボーリングは1か所のみで支持層である花崗岩層の詳細な深さ

は不明であるため、施工時に目視による確認を行いながら決定する。

支持力の算定においては、基礎底から1mの地盤改良で改良底位置での支持力を算定する。（N値＝10）

地層構成及び地下水位より、液状化は発生しないものと考える。

設計許容地盤支持力（基礎底面の支持力）
改良土重量

長期 279.02-20×1.0＝259.02KN/㎡ →150KN/㎡

短期 410.40-20×1.0＝390.4KN/㎡ →300KN/㎡
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